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研究成果の概要（和文）：ボウズハゼ亜科魚類の中で唯一、温帯に生息するボウズハゼ(Sicyopterus japonicus)の生
態学的研究から、黒潮による仔魚の大分散の可能性、海洋での仔魚発育の必須性、淡水のみで一生を過ごす陸封型もし
くは河川残留型の欠如を明らかにした。本種の温帯への分布は、海洋での仔魚期の分散と、河川での親の生残により成
り立っていると考える。本種を含む熱帯・亜熱帯の島嶼域に生息するボウズハゼ亜科魚類は仔魚期の海洋依存性が高く
、温帯の淡水性両側回遊魚(アユ、淡水カジカ、ガラクシアス科)は低いと考え、初期の生活史戦略が異なると推察した
。

研究成果の概要（英文）：During ecological research of Sicyopterus japonicus, which is the only temperate s
pecies of the subfamily Sicydiinae, we found larval dispersion by Kuroshio Current, an essential larval de
pendence on growth in the ocean, and a lack of landlocked or fluvial forms. Their larval dispersion in the
 ocean and life history characteristics in the river has played a role in the temperate distribution of th
is species. The Sicydiine larval stage in tropical areas may be required to occur in the ocean for all spe
cies, but ayu, sculpins and galaxiids in temperate areas have landlocked or fluvial forms with larvae that
 do not need to enter the ocean for larval feeding and growth. This suggests that Sicydiine larvae have a 
high oceanic dependency, whereas ayu, sculpins and galaxiid larvae have a low oceanic dependency. Freshwat
er amphidromous fish in tropical and temperate areas appear to have developed two different strategies in 
the evolution of their life histories.
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１．研究開始当初の背景 
 一生のうちに海と河川を往き来する通
し回遊魚の中には、サケ・マス類、ウナギ
属魚類、アユなど水産重要種が数多く含ま
れる。しかし、遡河回遊性のサケ・マス類
や降河回遊性のウナギ属魚類に比べ、両側
回遊性魚類の生活史や回遊生態に関する
研究は非常に少ない。両側回遊(淡水性と
海水性の二つの回遊型がある)は産卵と無
関 係 に 行 わ れ る 回 遊 (Myers, 1949; 
McDowall, 1988)であり、それゆえ、通し
回遊の原始的な形と考えられており、魚類
の回遊の起源を考える上で重要である。し
かし、両側回遊の一つの回遊型である淡水
性両側回遊は、単なる遡河回遊の一部でし
かないと考えられているのも事実である
(McDowall, 2007)。 
 淡水性両側回遊魚についての研究は、こ
れまで日本のアユ、ヨシノボリ属魚類、淡
水カジカ属魚類、また、ニュージーランド
のガラクシアス科魚類については行われ
ている。そのため淡水性両側回遊は、温帯
域の島嶼に出現する現象と考えられてき
た。しかし近年、ボウズハゼ亜科魚類
(Sicydiinae)の研究(Keith, 2003)が盛ん
になるにつれ、この現象は熱帯域から温帯
域の島嶼に亘り広く出現するものと理解
が改められつつある(McDowall, 2007, 
2009)。 
 
２．研究の目的 
 ボウズハゼ亜科魚類はハゼ亜目に属し、淡
水性両側回遊の生態を持つ。本亜科魚類の分
布は主に熱帯・亜熱帯の島嶼域で、ボウズハ
ゼ(Sicyopterus japonicus)は唯一、温帯域に
生息する。 
 本研究の目的は、以下の2つに集約される。 
(1) ボウズハゼの生活史および回遊特性を明
らかにする。 
(2) 本種を含むボウズハゼ亜科魚類の回遊生
態(熱帯)と既存の淡水性両側回遊(温帯)
を比較検討し、その違いを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、ボウズハゼの生活史および回
遊の特性、特に仔魚期の海洋依存度に着目し
た長期的な野外生態調査を実施する。また、
水温と塩分変化に着目した室内実験より、両
者の初期発生における生残・成長および行動
の変化を検討する。以上の結果を総合し、仔
魚期の海洋依存度の視点から、熱帯域と温帯
域における淡水性両側回遊の違いを検討す
る。 
 
４．研究成果 
 ボウズハゼの生態学的研究の結果をまと
め、以下の三つの考察を得た。 

(1) 仔魚の海洋生活期間の推定(Iida et al., 
2008)、数値シミュレーションにおける仔魚
の分散過程(Iida et al., 2010a)、海洋にお
ける仔魚の発見(図 1, Watanabe et al., 
2011) 、さらには集団構造解析の結果
(Watanabe et al., 2006)を総合すると、本
種の仔魚は黒潮を利用し、大分散する可能性
があると考えた(渡邊, 2012)。 

 
図 1. 高知沖で採集されたボウズハゼ仔魚 

(標準体長 26.8 mm) 

 
(2) ボウズハゼ孵化仔魚の塩分耐性に関す
る飼育実験と行動観察から、仔魚の発育には
海洋が必須であり、淡水では決して初期の発
達が進行しないことを明らかにした(Iida et 
al., 2010b)。この初期生活史の特性は他の
研究(Valade et al., 2009)からも示されて
おり、本種を含むボウズハゼ亜科魚類全般に
共通すると考えた。また、親魚の耳石の回遊
履歴の解析から、ボウズハゼは淡水のみで一
生を過ごす陸封型もしくは河川残留型が現
れないと考えた(Iida et al., 2013)。この
特性は、同じ分類群内に陸封や河川残留の個
体/集団/種を形成するヨシノボリ属魚類、ア
ユ、淡水カジカ魚類、ガラクシアス科魚類(温
帯の淡水性両側回遊魚)と大きく異なる(渡
邊, 2012; Watanabe et al. 2014)。 
 (3) ボウズハゼの分布は、海洋での仔魚期
の分散と、河川での親の生残により成り立っ
ていると考えた。本種は、四季のある温帯へ
柔軟に生活史を適応した結果と考える(Iida 
et al., 2013; 渡邊, 2012)。しかしその一
方で、仔魚の海への依存性は、本亜科が持つ
際立った特徴を残している(渡邊, 2012)。 

 
図 2 ボウズハゼの淡水性両側回遊 



 本研究よりボウズハゼの淡水性両側回遊
を浮き彫りにすることができた(図 2)。また、
ボウズハゼ亜科魚類の特徴も合わせて推察
することができた。さらには、ボウズハゼ亜
科魚類、アユ、淡水カジカ魚類、ガラクシア
ス科魚類の淡水性両側回遊魚の比較から、熱
帯の両側回遊魚(ボウズハゼ亜科)は仔魚期
に海洋依存性が高く、温帯の両側回遊魚(ア
ユ、淡水カジカ、ガラクシアス科)は低いと
考えた(図 3, 渡邊, 2012; Watanabe et al., 
2014)。これらは同じ淡水性両側回遊魚であ
るが、初期の生活史戦略が異なると推察した。 

 
図 3 熱帯と温帯における淡水性両側回遊の特徴 
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